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ワークショップ進行シート 

作成日：    2014年   7月   23日 

 

タイトル：構造的暴力の中の私～サリーはなぜ八十吉になったのか～ 

 

   ファシリテーター（グループ）：世界の不平等チーム(nuis)   

 

 

１：本ワークショップの要旨 

 

  差別はなぜ生まれてしまうのか？差別をなくすために数多くの法律や政策があるにも関わらずなぜ差別は無く

ならないのか？もしかしたら、知らず知らずのうちに差別を作り出してしまっているのではないか？ 

このワークショップでは、差別の原因を探りたい。事例として、日本の外国人差別問題を取り上げる。社会の中に

生み出されてしまう差別という暴力(構造的暴力)について、参加者の皆さんと一緒に考えていく。 

 

 

 

 

２：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

 

 普段私たちが生活している中で気付かないうちに差別など、目に見えない暴力（構造的暴力）を支えていること

に気づく。 

そしてなおかつ、自分達が生活する中でどのようにしてその構造を克服していったらいいのか参加者なりに考えて

もらう。 

 

 

 

 

３：本トピックをとりあげる理由 

 

 構造的暴力を取り上げる理由としては、数ある世界の問題の中で当事者性を重視した時に目には見え

ず、考えることもあまりないが確かにしっかりと自分に関わっているということを、意識できると考え

たため。 

 

 

 

 

７月 29日 必着 

新潟県国際交流協会宛 
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４：活動過程   （使用時間： 90 分   参加人数：  40 人   ） 

 

過 程 

(所要時間) 

活動内容 具体的な発問・説明・

動きなど 

ねらい 使用する教材 

・備品 

予想される反

応．その他，注

意事項 

導 入 :起 

 

（ １６分） 

 

あいさつ・ファシ

リテーターの自己

紹介（1 分） 

 

アイスブレーキン

グ 

「４マス自己紹

介」 

自分の名前につい

ての自己紹介をす

る。（６分） 

「ネームリング」 

名前の画数順に円

を作る（5 分） 

 

 

グループワーク① 

「○○さんにとっ

て名前ってどんな

モノ？」 

（３分） 

共有（１分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

①名前 

②名前の由来 

③エピソード 

④好き？嫌い？その理

由 

 

 

 

 

 

「○○さんにとって名

前ってどんなもの？」 

 

 

 

 

 

 

自分の名前に注

目して、そこに込

められたアイデ

ンティティを認

識する。 

 

 

 

 

 

 

４マス自己紹介

で触れたように

自分の名前につ

いて考えること

で「名前」にアイ

デンティティを

見出す。 

 

 

 

 

 

 

Ａ４用紙各自 1

枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模造紙各チーム 

1 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考えたことな

かった」 

「私、自分の名前

好きだな」 



3 

 

展 開 ：承 

（ 14 分） 

ミニ講義① 

名前を変えた人の

例 と し て

KONISHIKI さんを

あげ、帰化制度の

説明をする。 

その後制度につい

ての詳しい内容を

○×クイズ形式で

参加者に知っても

らう。（７分） 

 

グループワーク② 

「名前を変えるこ

とは当然か？また

それはなぜか？」 

（５分） 

共有（２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「名前を変えることは

当然だと思いますか？

またそれはなぜです

か？」 

 

日本の帰化制度

の仕組み問題点

の知識を共有し

その後のグルー

プワークに生か

せるようにする。 

 

 

 

 

 

 

「名前」というア

イデンティティ

を変えざるを得

ない帰化制度か

らそれが普通と

思っている自分

たちに気づく。 

 

パワーポイント 

印刷したプリン

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模造紙各チーム

1 枚 

 

 

 

 

 

「 KONISHIKI の

本当の名前って

こんなのなんだ」 

「国籍を変える

ってたいへんな

んだ」 

 

 

 

 

 

「私だったら名

前を変えること

は絶対やだ」 

「変えるのはし

ょうがないとお

もう」 

発展 ：転 

（17 分） 

 

グループワーク③ 

ペルー人の男子生

徒の受験の問題を

例に挙げて、 

「もしあなたが彼

の友達だったらど

うアドバイスしま

すか？」 

説明（2 分） 

話し合い（６分） 

共有（2 分） 

ミニ講義② 

構造的暴力につい

ての説明をする。 

（7 分） 

 

 

「もしあなたが彼の友

達だったらどうアドバ

イスしますか？」 

 

 

簡単に帰化する

ことを勧められ

なかったり、アイ

デンティティか

ら考えられるこ

とで議論をして

もらう。 

 

 

今までの気付き

やグループワー

クを整理すると

ともに本ワーク

ショップのテー

マである「構造的

暴力」について説

明する。 

 

模造紙各チーム

1 枚 

 

 

 

 

 

 

 

パワーポイント 

印刷したプリン

ト 

 

「アドバイスか

ー、難しいな」 

「ずっと日本に

住んでいるのに

何でこんな扱い

を受けるのだろ

うか？」 
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まとめ ：結 

（18 分） 

グループワーク④ 

「ひとりひとりが

『自分らしさ』を

大切にできる社会

には何が必要か」 

説明（2 分） 

話し合い（10 分） 

共有（2 分） 

 

 

まとめ（3 分） 

 

「ひとりひとりが『自

分らしさ』を大切にで

きる社会には何が必要

か」 

構造的暴力とい

う概念の基本知

識をもとに自分

達の身近なこと

としてこれから

の世の中を考え

る。 

模造紙各チーム

1 枚 

「自分の意思を

はっきり伝える

ことかなー？」 

「あいての意思

をはっきり伝え

ること？」 

「身近にある構

造的暴力って何

だろう？」 

 

５：会場のセッティング        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６：使用する教材 

パワーポイント 

 

７：参考にした資料 

「構造的暴力と平和」 ヨハンガルトゥング著 

「平和とは何か」 藤田明史著 

「日本社会における在日アイデンティティの構築性」 土屋明広著 

 

８：その他 

スクリーン 


